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資料１ 

  

検討会規約 
  



 

ＮＥＸＣＯ中日本における降雪時の対応に関する検討会 

規約 

（名称）  

第１条 本検討会は、ＮＥＸＣＯ中日本における降雪時の対応に関する検討会（以下、

「検討会」という。）と称する。  

（目的）  

第２条 検討会は、中日本高速道路株式会社における降雪時のスタック車両の発生防止策

や車両滞留の発生防止策、万が一、滞留が発生した場合における滞留の早期解消に向け

た対応策などの検討にあたり、専門的な見地から提案・助言を行うことを目的とする。  

（委員） 

第３条 検討会の委員は、学識経験者及び専門的知識を有する者から中日本高速道路株式

会社が委嘱する。 

２ 構成員の任期は、令和６年６月末までとする。ただし、有識者の同意を得られた場合は

任期を延長できるものとする。 

（座長）  

第４条 検討会は、中日本高速道路株式会社の委嘱により座長を置く。 

２ 座長は、会務を総理し、検討会を代表するとともに、検討会の議長を務める。 

３ 座長に事故があるときは、座長があらかじめ指名する委員が、その職務を代行する。 

（委員以外の者の出席） 

第５条 座長が必要と認めるときは、委員以外の者に対し、オブザーバーとして参加を求

めることができる。オブザーバーは、検討会において、必要に応じて、意見を述べ又は

説明を行うことができるものとする。 

（招集） 

第６条 検討会は、中日本高速道路株式会社が招集する。 

 

 



（検討会の議事）  

第７条 検討会は、委員（座長を含む。以下同じ。）の過半数の出席がなければ、会議を

開催することができない。 

２ 検討会の議事要旨及び資料は、原則として公表とする。ただし、座長及び中日本高速

道路株式会社の総意により必要と認めた場合は、その全部又は一部を非公開とすること

ができる。 

（情報の管理）  

第８条 委員は、検討会により知り得た情報を他に開示・漏洩してはならない。ただし、

第７条２の規定により公表したものについては除く。 

（庶務）  

第９条 検討会の庶務は、中日本高速道路株式会社 保全企画本部 危機管理・防災課が担

当する。 

（雑則）  

第１０条 この規約に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、座長が検討

会の同意を得て定める。  

 

附則 

１ この規約は、令和６年４月２５日から施行する。 

２ この規約及びこの規約に付随して別に定めるものは、第８条を除き、検討会の解散と同

時に廃止する。 

  



別 紙 

NEXCO中日本における降雪時の対応に関する検討会 

 

委員名簿 

 

（敬称略・五十音順） 

◎： 検討会座長  

 佐々木 邦明 早稲田大学 理工学術院 教授 

 佐藤 豊 気象庁 大気海洋部 気象リスク対策課 課長 

 中村 一樹 防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター センター長 

 ◎藤本 明宏 福井大学 大学院工学研究科 安全社会基盤工学専攻 准教授 

 



 

 

 

 

 

資料２ 

  

第２回検討会議事要旨 
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第２回 ＮＥＸＣＯ中日本における降雪時の対応に関する検討会 

議事要旨 

１．日 時  令和６年５月３０日（木） １０：００～１２：００ 
 
２．場 所  ＴＫＰ東京駅カンファレンスセンター８階 ホール８Ａ（ＷＥＢ併用） 
 
３．出席者（五十音順、◎は座長） 
     佐々木 邦明 早稲田大学 理工学術院 教授 
     佐藤 豊 気象庁大気海洋部 気象リスク対策課 課長 
     中村 一樹 防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター センター長 

◎  藤本 明宏 福井大学 大学院工学研究科 安全社会基盤工学専攻 准教授 
     オブザーバー 関係機関 
 
４．議事要旨 

（１）名神（関ヶ原地区）を対象とした対応策（案） 
〇第１回検討会で確認した「検討の方向性」を踏まえた対応策（案）について確認した 

 
（２）名神（関ヶ原地区）における通行規制基準等設定の考え方（案） 

〇名神（関ヶ原地区）における過去１０年間の降雪時の通行止めやスタック発生事例及び強降雪事例における路
面状況や降雪量並びに気象特性を整理のうえ設定した「通行規制基準設定の考え方（案）」と「要員等の前進配
置基準の設定の考え方（案）」を確認した 

 
（３）今後の検討内容とスケジュール 

〇今後の検討内容とスケジュールを確認した。 
 

（４）ご意見等 
〇出控え広報を実施しても小型車の交通量は減少するが、大型車の出控え効果は低い。大型車の場合、運転手の判

断よりも荷主企業の判断が重要になっているので、荷主企業への訴求は重要 
〇布製チェーンや手押し型小型ロータリーなどは、実際に使用できるよう訓練しておくことが必要である 
〇CCTV カメラの自動検知については車両の異常だけでなく、路面状態の判定などへの活用も検討するとよい 
〇ハード対策で凍結防止剤の散布能力向上策があるが、凍結防止剤は、除雪後の路面凍結を防止するものである。

気温・路温が低い場合は、凍ってしまった事例もあるので、運用に当たっては注意が必要である 
〇スタック車両や滞留車両の救助時間を更に短縮することが必要。このため救援車両の配置、中央分離帯開口部の増

設、資機材の配置など工夫すべき 
〇専門知識の向上や教育では、現場の対応に関することも実施が必要である。また、気象に関する知識向上では、気

象台と意見交換することも有用である 
〇高速道路における通行止めは、車両が国道や県道に流出していくことになり、また滞留車両が発生した場合は関係機 

関を巻き込みながら進めていく事になるため、関係機関とのリアルタイムの情報共有や、事前の調整を行うべきである。 
〇予測値と実況値のうち、実況値の数値が非常に重要になる。強降雪時は、降雪量計への着雪等も考えられるので、

降雪量計そのものの監視も重要 
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〇通行規制基準設定の考え方については、統計学的な根拠の基で数値を示すことが必要。また、継続的にデータ蓄積
を行い、ハード対策の整備状況を踏まえた基準の見直しを適宜行っていくことが必要である 

 
以   上 



資料３

E1名神（関ヶ原地区）の大規模車両滞留事象における

課題に対する対応策



１. 名神高速道路（関ヶ原地区）を対象とした対応策の体系図

２．対応策

目 次

【個票１】 除雪能力向上に向けたハード整備 （文言の追加）

【個票２・３】 雪氷巡回の増隊、モニター監視員配置等による監視強化

【個票４】 CCTVカメラの監視範囲の拡大と自動検知の試行導入 （文言の追加）

【個票５】 調整した通行止め運用の徹底・速やかな物理的閉鎖に向けた対応策

【個票６】 アプローチ・救出のあらゆるルート・救出時間の整理 （資料の変更）

【個票７・８】 滞留車救出に向けたハード整備

【個票９】 手押し型小型ロータリーなどの除雪補助機器の前進配置

【個票１０】 応援体制の強化

【個票１１】 お客さま支援の前線拠点の選定・支援物資の充実

【個票１２】 情報伝達 （文言の追加）

【個票１３】 滞留車両への情報提供強化

【個票１４】 行動変容を促す訴求力の高いメッセージの検討（委員意見）

【個票１５】 リニューアル工事CMなどの大雪CMへの切り替え

【個票１６】 道路情報板での情報提供箇所数並びに提供内容の拡充

【個票１７】 荷主企業に対する広報（継続）

【個票１８】 研修や訓練による専門知識の向上及び指揮者への教育 （文言の追加）
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求める機能 凍結防止剤の散布能力強化・持続性 凍結防止剤の持続性 融雪

対策内容
①定置式溶液散布装置の改良

湿塩散布車の増台
②酢酸カリウム溶液散布装置 ③凍結抑制舗装 ④ロードヒーティング ⑤散水消雪設備

方策
期待する効果

凍結防止剤散布の頻度、散布可能
回数の向上

追越車線側から、タイヤ引き摺り効果の高
い酢酸カリウム溶液を散布し、車線全体
に十分な凍結防止効果を行き渡らせる。

縦溝構造が横断方向への凍結防止剤流出
を抑制するとともに、表層部分に凍結防止剤
を残留させ、効果の持続性の向上

熱源による直接的な融雪 散水による直接的な融雪

設置の考え方
• 強降雪リスクが高く、重交通路線である名神関ヶ原地区から、急な上り坂区間（上り勾配５％以上）、過去のスタック発生履歴を踏まえ数か所選定。

※2024/1/24にスタック車両が発生した山中地区391.6kp(下り)付近を含む
• 関ヶ原ICランプ・転回路

（参考）
対策事例

〇 名神関ヶ原地区の上り坂急勾配区間に、追加ハード対策として定置式溶液散布装置の増設や、凍結抑制舗装を計画

〇 また、関ヶ原ICランプ・転回路についても、滞留車両の救出ルートとしての重要性を踏まえ、追加ハード対策を実施する方針

〇 順次、各対策を試行的に実施し、降雪時における効果を検証した上で、更なる適用範囲の拡大等について検討予定

■ ハード整備の考え方

【参考】ハード対策の効果のイメージ

現状イメージ

【参考】山中地区(391.6kp下り)付近の対策案

酢酸カリウム 散布方向
塩化ナトリウム 散布方向

対策イメージ
②定置式溶液散布装置の増設

①既設定置式溶液散布装置の改良

登坂 走行 追越

③凍結抑制舗装（縦溝）

登坂 走行 追越

酢酸カリウム溶液の散布 凍結抑制舗装（縦溝構造） ロードヒーティング 散水消雪設備
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【個票１】 除雪能力向上に向けたハード整備

湿塩散布車

急な上り坂

管理上限
積雪深

既設ハード設備

既設ハード設備による除雪能力
の増強を図っているが、強降雪
に対して除雪能力が不足

【現況】

スポット的に除雪能力を更に向上
させ、スタック車両の発生を防止。

【対策】
スポット的に除雪能力を向上させ、
転回路の活用を迅速化。

【対策】

ICランプ等

管理上限積雪深

ICランプ部で
除雪能力が不足

【現況】

5%

ハード整備
ハード整備

※留意事項：気温・路温が低い場合は、積雪路面へ散布してしまうと融雪水や溶液が
再凍結 してしまう恐れがあるため、除雪後に散布することを徹底する。



○ 気象急変による路面状況・交通状況の監視能力を向上するため、既存監視ツールの有効活用を行う

○ 将来的には名神全線における全線監視・自動検知化を実施

■ 降雪時の監視機能と体制

求める機能 路面状況監視機能 気象状況監視機能 交通量・作業状況監視機能

監視体制・設備 雪氷巡回 CCTVカメラ 降雪量計 交通量計測設備
（トラフィックカウンター、プローブ監視）

雪氷作業管理
支援設備

方策
期待する効果

巡回車両の増隊による気象状況、降雪状況、
路面状況、交通状況、塩分濃度の確認頻度
向上

CCTV専任監視員の配置
やCCTV設備の増設・自動
検知化による気象状況、降
雪状況、路面状況、交通状
況の監視能力向上

降雪量計の増設による
スタック発生リスクのあ
る箇所の監視強化

トラフィックカウンターやプ
ローブ監視データによるス
タック・滞留発生の監視強
化

雪氷作業管理支
援設備（車載カメラ
映像）による路面
状況の監視強化

対策の考え方
路面、気象状況の確認頻度の向上、スタック
発生リスク箇所近傍のIC等に前進待機できる
よう増隊

カメラ監視が出来ていない
死角箇所に増設

スタック発生リスクのあ
る箇所（上り勾配５％）で
かつ気象条件の変化箇
所に設置

既存設備の有効活用し、監視強化を行うとともに
将来的には省力化・高度化を図る

2024/1/24当時の
体制

■関ヶ原～彦根 ■大垣～関ヶ原

• カメラ監視率約50％
• 監視カメラを適宜監視

• 気象の変化箇所
（上石津、伊吹）

• トラフィックカウンターやプ
ローブデータを適宜確認

• カメラ映像を適宜
確認

• 雪氷巡回：２班
（通常：１班+強化：１班）

• 交通管理：２班

・雪氷巡回：２班
（通常：１班+強化：１班）

・交通管理隊：３班

2024年度冬期の
対応策

• 雪氷巡回：３班
（通常：１班+強化：２班）

• 交通管理隊：２班

・雪氷巡回：３班
（通常：１班+強化：２班）

・交通管理隊：３班

• カメラ監視率約50％
• モニター監視員（専任）の

配置
－

• 交通量をモニタリング
• 商用車プローブデータの

活用（新規）

• カメラ映像をモニ
タリング

今後の対応
（恒久）

※全線監視等のハード対策が完了した際に
雪氷巡回の班数については検討

• 全線監視化（カメラ増設
• 交通異常自動検知化

• スタック発生リスクの
ある箇所（上り勾配
５％）に増設

• アラート機能などの追加を検討

【個票２】 雪氷巡回の増隊、モニター監視員配置等による監視強化
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【個票３】 雪氷巡回の増隊、モニター監視員配置等による監視強化

ルート①
47.8km
約50分

ルート②
42.8km
約45分

ルート
これまで 今後の対応

通常時 強化時 通常時 強化時

① １班 ２班（＋１） １班 ３班（＋２）

② １班 ２班（＋１） １班 ３班（＋２）

予備軍 ０班 １班（＋１） ０班 １班（＋１）

○ 路面、気象状況の確認頻度の向上を図るため雪氷巡回班を増隊

○ 過去のスタック発生箇所近傍の休憩施設に増隊班を前進配置

■ 雪氷巡回班の巡回ルート 名神（関ヶ原地区）
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関
ヶ
原

彦
根

374.9KP378.5KP381.7KP389.4KP405.5KP413.3KP

上り線
→

下り線
←

岐
阜
羽
島

368.0KP

得られる効果

・巡回班を増隊することで、スタック車両発生時の迅速な現地到着を実現し、状況確認や脱出補助や交通誘導などを実施する

・巡回車両に布製チェーンを携行し、スタック車両の早期救出に繋げる（継続）

前進配置
↓

前進配置
↓

大
垣

養
老
ス
マ
ー
ト

養
老
Ｓ
Ａ

伊
吹
Ｐ
Ａ

米
原
Ｊ
Ｃ
Ｔ

養
老
Ｊ
Ｃ
Ｔ

安
八
ス
マ
ー
ト

※下線：強化箇所



○ CCTVカメラ増設による全線監視を進め、自動検知を試行導入

■ 各種センシングを活用した自動検知のイメージ
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■ CCTVカメラ監視範囲（現状）

【個票４】 CCTVカメラの監視範囲の拡大と自動検知の試行導入

・ 名神高速道路 大垣IC～彦根ICの区間約38ｋｍのうち監視が出来ている範囲は約19ｋｍ（約50％程度） ※上下線を一つとして算出
・ 全線監視ができるように不足箇所にCCTVカメラの追加配備を進めていく

1ｋｍピッチでCCTVカメラを設置(イメージ）

CCTVカメラ画像

500m範囲
（通常画角）

800m範囲
（ｽﾞｰﾑｱｯﾌﾟ画角）

車両の異常検知だけでなく、路面状態の判定等への活用も検討していく



■ エアー遮断機、誘導用の情報板の設置場所（ハード対策）

対策内容 エアー遮断機 誘導用の情報板

方策
期待する効果

通行止め開始時に、遠隔操作で速やかに物理的に車線を閉鎖することで、
通行止め区間への車両流入を抑制

休憩施設の手前で滞留情報を提供、休憩施設への退避を促すことで、
滞留発生区間への車両流入を抑制

設置箇所の考え方

関係機関と事前調整している通行止め区間の端末となるIC及び降雪頻度
が高い地域から順次整備

※実施上の留意点
交通量の多い区間では、安全面の観点から関係機関との調整が必要

降雪頻度が高いエリアの休憩施設へ設置

設置箇所 名神関ヶ原地区に向かう方向のIC出口付近、休憩施設入口付近の本線部 休憩施設手前

（参考）
対策事例

6

○ 大雪が予測された時のみならず、気象急変時においても事前に関係機関と調整した通行規制パターンの運用を徹底
また、通行止めは、上下線同時に実施

○ 速やかな物理的閉鎖のため、本線通行止め規制班を関係機関と事前調整している通行止め区間の端末ICの直近に前進配置

○ 前進配置は過去の大雪時の気象状況を整理し、大雪のリスクがある気象特性が出た場合に実施

○ エアー遮断機の設置や休憩施設への誘導用の情報板を設置し、滞留車両の拡大を防止

■ 通行止め規制班の前進配置箇所

【個票５】 調整した通行止め運用の徹底・速やかな物理的閉鎖に向けた対応策

事前調整している通行止め区間

事前待機場所

上り→
下り←

本線通行止め規制班（物理的な閉鎖）
の移動イメージ

事前待機場所

上り→
下り←

休憩施設この先滞留
SAへ

誘導用の情報板

エアー遮断機 滞留発生

＜前進配置していない場合＞ ＜前進配置した場合＞

事前調整している通行止め区間移動

移動

この先滞留
SAへ

この先滞留
SAへ

誘導用の情報板



○ 巡回班等の前進配置により、速やかに現場到着を実現 【所要時間10分】

○ 前進配置した救援車両により速やかにスタック車両を路肩等へ移動させる 【所要時間65分】

○ 滞留車両をあらゆる救出案を同時に実施し、速やかに救出完了する 【所要時間128分】

○ 雪氷対策作業従事者に対し、『スタック車両発生時は通行帯の確保を最優先させる』ことを心構えとして周知徹底する

■通行帯確保手順
・ スタック車両の発生を認知した場合、速やかに通行止め実施および災害対策基本法による区間指定を行う
・ 巡回班等を直ちに現場に向かわせ、次の対応を行う

① 現場通行止め措置（先頭車両を抑える）、進行方向の路面に積雪がある場合、除雪作業を実施
② 布製チェーンなどによる脱出補助

・ 近傍のレッカー車等（除雪トラック※含む）で、通行帯確保のためスタック車両を路肩へ移動させる
・ 自走可能な車両を順次順行で移動してもらう

【個票６】 アプローチ・救出のあらゆるルート・救出時間の整理 〔１〕

Ⅰ スタック車両の前へ救援車両が到着

Ⅱ スタック車両①を路肩へ移動し、追越車線側の通行帯を確保

Ⅲ スタック車両②を路肩へ移動し、走行車線側の通行帯を確保

※除雪トラックでのスタック車両救出の実施に向け、冬期までに実車確認を行う

Ⅳ 後続車両がスタックし救出が必要な場合は、すべての救出案により救出

■スタック車両救出の流れ

7
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【個票６】 アプローチ・救出のあらゆるルート・救出時間の整理 〔２〕

救出案 滞留車両救出

救出案① 滞留先頭から順行で救出

救出案②
関ヶ原ICから救援車両が出動し、下り線の物理的閉鎖及びクリア確認
後、滞留車をバック後退させ、関ヶ原ICから救出（最後尾から救出）

救出案③ 滞留車両を開口部反転させ、上り線順行で救出

救出案④ 滞留車両を開口部反転させ、上り線順行で救出

・八日市ICのTS・レッカー各1台を今須CBへ前進配置
・不足する八日市ICについては隣接他会社・他支社からの応援配備

伊吹PA BS

389KP
関ヶ原IC

上
り
線

下
り
線

398KP

大貨 大貨

大貨 大貨 大貨

大貨

今須CB
392KP

米原CB
405KP

救出案①
（順行）

救出案②
（関ヶ原IC逆走）

救出案③、④
（中分開口部反転）

〔滞留車両救出パターン〕

伊吹PA BS

389KP
関ヶ原IC

上
り
線

下
り
線

398KP

大貨 大貨

大貨 大貨 大貨

大貨

今須CB

392KP

米原CB
405KP 前進配置

前進配置

TS：２台

TS：２台

TS：１台＋1台（八日市ICから移動）
レッカー：１台＋１台（八日市ICから移動）

TS：３台

TS：２台
レッカー：１台

救出案③ 救出案④

救出案②救出案①八日市IC

強化（TS１台・レッカー１台）

434.6KP

応援（TS１台・レッ
カー１台）

隣接事務所
他支社
他会社

TS：１台
レッカー１台

先頭固定

先頭固定

救出案 スタック車両救出

先頭固定
・先頭固定班（人）が伊吹PA㊤、今須CBから先頭車両へ移動し、先頭固定及
び布製チェーンによるスタック車両救出

救出案① ・頭抑え完了後、今須CBから救援車両が逆走で出動し、スタック車両を救出

救出案②
関ヶ原ICから救援車両が出動し、下り線の物理的閉鎖及びクリア確認後、ス
タック車両の救出

救出案③
米原CBから救援車両が上り線を順行で出動し、中分開口部の開口作業後、
下り線側へ移動しスタック車両救出

救出案④
上り線の物理的閉鎖及びクリア確認後、関ヶ原ICから救援車両が上り線を
逆走し、中分開口部の開口作業後、下り線側へ移動しスタック車両救出

〔スタック車両へのアプローチパターン〕
【諸条件】
■スタック発生箇所 ： 名神高速道路 （関ヶ原IC～伊吹PA） 下り線391.6ｋｐ
■滞留長 ： 391.6～389.6ｋｐ（2ｋｍ） 約100台
■レッカー移動 ： 本線時速（30ｋｍ/ｈ）
■スタック車救出時間 ： 45分 （後続車両が通行できるように路肩へ移動)
■滞留車両救出（順行） ： 1分/台 、 （逆行及び中分開口部反転） ： 3分/台
■中分開口部開口作業（除雪あり） ： 20分
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※過去の実績や机上計算から算出した時間

【個票６】 アプローチ・救出のあらゆるルート・救出時間の整理 〔3〕

10 20 30 40 50 60 10 20 30 40 50 60 10 20 30 40 50 60 10 20 30 40 50 60

全体救出時間

先頭固定
・伊吹PAから巡回車及び徒歩で移動
・今須CBから徒歩による移動

救出案　①
・救援車両（今須CBから逆走）
・滞留車両救出（順行で救出）

救出案　②
・救援車両（関ヶ原ICから順行）
・滞留車両救出（最後尾から救出）

救出案　③
・救援車両(米原CBから順行）
・滞留車救出（開口部反転救出）

救出案　④
・救援車両（関ヶ原ICから逆走）
・滞留車救出（開口部反転救出）

1/24の状況

時間
1 2 3 4

（0:10）

先頭車両へ移動

出動待機

（0:55） （0:45）

上り線 物理的閉鎖完了 上り線 クリア確認完了

救援車両

先頭到着

（0:08）

スタック車両先頭到着（147分）

スタック車両

先頭到着

布製チェーンによる救出作業

（0:30）

（0:15） （0:45）

スタック車移動による後続車の通行帯確保

（登坂車線・路肩へ移動）

出動指示 逆走による移動

（0:40） （0:40）

下り線大垣IC

物理的閉鎖完了
下り線 クリア確認完了

スタック車移動

（救援車両）

滞留車両の救出作業（順行方向）

滞留車両救出作業（逆走による）

（0:48）

（1:03）

滞留車の救出完了

（65分）（10分） （128分）

スタック車両現着の時間短縮 （1/24 名神滞留時 147分 ⇒ 10分）

・雪氷巡回班の増隊（前進配置含み）による現地到着時間の短縮

スタック車両移動 （1/24 名神滞留時 292分 ⇒ 65分）

・救援車両の前進配置による現地到着時間の短縮

・救援車両の逆走移動による現地到着時間の短縮

救援車両

出動準備

救援車両

開口部到着

開口部

開口完了

救援車両

先頭到着

（0:10） （0:30） （0:20） （0:05）

滞留車救出 （1/24 名神滞留時 1140分 ⇒ 128分）

・複数の救出方法の同時着手による滞留車の救出時間の短縮

・通行止め班の前進配置及びエアー遮断機の整備による物理的

閉鎖時間の短縮

先頭車両の頭抑え

滞留車排出完了（1140分）

（0:05）

滞留車両救出作業（開口部転回）

（1:03）

（45分）

スタック車移動

（布製チェーン）

（0:05）

救援車両準備・移動（0:20）

スタック車両移動（292分）

開口完了済み
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○ スタック発生リスク箇所（上り勾配5％）近傍に救援車両を事前配置し、早期のスタック車両救出を図る

○ 大型車両が転回可能な中央分離帯開口部を設置

○ 本線路肩部、転回路等も含めた除雪能力を向上させ、スタック車両へのアクセスルートを確保

■ ハード整備の考え方

対策内容 救援車両の増台 中分開口部の改良・増設 除雪車の増台

方策
期待する効果

救援車両をスタック発生リスク箇所
近傍に配置することで、スタック車両
の早期救出

大型車両が転回可能な中央分離帯開口部を設
置することで、滞留車両の救出可能ルートが増

本線路肩部、転回路等も含めた除雪能
力を向上させ、スタック車両へのアクセス
ルートの確保

対策箇所の
考え方

スタック発生リスク箇所（上り勾配
5％）近傍への救援車両の事前配置

スタック車両へのアプローチや滞留車両の救出に
あたって、長時間を要すると想定する箇所に改
良・増設

降雪頻度が高いエリアでかつスタック車
両の発生リスクが高い区間（上り勾配
5％）

設置箇所
• 旧今須CB
• 旧上石津PA

• 急な上り坂区間（上り勾配5％）の起終点
• IC、JCTの分合流付近

• 大垣IC～彦根IC

（参考）
対策事例

【個票７】 滞留車救出に向けたハード整備

中央分離帯開口部 除雪車

TS（トラクターショベル）

レッカー車



11CB : チェーンベース

・・・過去スタック発生箇所

・・・降雪予測時の配置

・・・大雪のリスク時の前進配置

○ 救援車両をスタック発生リスク箇所近傍に配置することで、スタック車両の早期救出を図る。

○ 前進配置は過去の大雪時の気象状況を整理し、大雪のリスクがある気象特性が出た場合に実施

■ 救援車両の配置

【個票８】 滞留車救出に向けたハード整備

大
垣

養
老
ス
マ
ー
ト

養
老
Ｓ
Ａ

関
ヶ
原

伊
吹
Ｐ
Ａ

彦
根

米
原
Ｊ
Ｃ
Ｔ

374.9KP381.7KP389.4KP405.5KP413.3KP

3.0～5.0％5.0％5.0％3.2％3.0～3.9％

5.0％4.5～4.9％3.5～5.0％

旧今須CB
旧上石津

PA

391.8KP

米原CB

養
老

上り線
→

下り線
←

下り線
縦断勾配

上り線
縦断勾配

【米原CB】
TS：３台

【関ヶ原IC】
TS：２台
レッカー：１台

【彦根IC】
TS：３台
レッカー：２台

【伊吹PA㊤】
TS：２台
【伊吹PA ㊦】
TS：２台

【養老SA㊤】
TS：１台
【養老SA㊦】
TS：２台
レッカー：３台

前進(TS１台）

前進（レッカー１台）
前進（TS１台、レッカー１台）

①平常時 ⇒ 配置無し
②降雪が予想される場合 ⇒ IC・JCT・休憩施設に事前配置
③大雪のリスクがある気象特性の場合 ⇒ 米原CB、旧今須CB、旧上石津PAへ前進配置

【養老IC】
TS：１台

【米原CB】
レッカー：１台（長浜ICから移動）

前進（レッカー１台）

【旧今須CB】
TS：１台（彦根ICから移動）
レッカー：１台（彦根ICから移動）

【旧上石津PA】
TS：１台（養老ICから移動）
レッカー：２台（養老SA㊦から移動＋新規）



【個票９】 手押し型小型ロータリーなどの除雪補助機器の前進配置

12

○ 休憩施設や料金所で使用していた手押し型小型ロータリーを、堆雪状況下におけるスタック車両や滞留車両へのアクセスルー
トの確保のための除雪機器として活用

○ 手押し型小型ロータリーをスタック発生リスク区間（上り勾配5％）の近傍に前進配置（冬期常時配備）

〇 速やかにスタック車両や滞留車両へ到着できるようEVバイクの活用を検討

大
垣

養
老
ス
マ
ー
ト

養
老
Ｓ
Ａ

㊤

２
台

㊦

３
台

関
ヶ
原

伊
吹
Ｐ
Ａ

彦
根

２
台

米
原
Ｊ
Ｃ
Ｔ

養
老
Ｊ
Ｃ
Ｔ

374.9KP378.5KP381.7KP389.4KP405.5KP413.3KP

3.0～5.0％5.0％5.0％3.2％3.0～3.9％

5.0％4.5～4.9％3.5～5.0％

旧今須CB

２台

旧上石津
PA

２台
391.8KP

上り線
→

下り線
←

下り線
縦断勾配

上り線
縦断勾配

CB : チェーンベース

：過去スタック発生箇所
■ 手押し型小型ロータリーの配置（冬期常時配備）

EVバイク

【参考写真】

手押し型小型ロータリー EVバイク
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○ 気象急変時であっても、隣接事務所等から、速やかに応援派遣を実施する（強化）

⇒  雪氷体制は、建設・保全が一体となった体制を構築する
⇒ 雪氷期前から予め調整を行い、強降雪予測区間への緊急的な除雪車両の応援派遣を実施する（隣接事務所、他会社※）
⇒  お客さま支援・人力除雪要員は、グループ内のみならず、工事受注者などからも応援体制を増強する（予測時から予め幅

広に応援調整を進める）

【個票１０】 応援体制の強化

※「震災時における相互協力に関する協定」に基づき要請■ 気象急変時における除雪車両の応援派遣（イメージ）

■ お客さま支援・人力除雪要員の応援体制

お客さま支援班
人力除雪班

工事受注者
（保全・建設事業）

災害時応援協定
締結会社

他の高速道路会社

隣接事務所

安
八
ス
マ
ー
ト

大
垣

養
老
ス
マ
ー
ト

養
老
Ｓ
Ａ

彦
根

多
賀
Ｓ
Ａ

湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト

湖
東
三
山
Ｐ
Ａ

八
日
市

黒
丸
Ｐ
Ａ

蒲
生
ス
マ
ー
ト

竜
王

菩
提
寺
Ｐ
Ａ

至）名古屋

至）京都

米原

神田ＰＡ

長浜

大垣西

大野神戸

多
賀
ス
マ
ー
ト

養老

養
老
Ｊ
Ｃ
Ｔ

栗
東
湖
南

一
宮
Ｊ
Ｃ
Ｔ

岐
阜
羽
島

伊
吹
Ｐ
Ａ

他の高速道路会社

強降雪区間

隣接事務所

赤字：応援体制の強化

関
ヶ
原

米
原
Ｊ
Ｃ
Ｔ
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○ スタック発生リスク箇所近傍で、かつ待機スペースを確保できる休憩施設を前線拠点として選定

○ お客さま支援用物資を充実のうえ、前線拠点に配備

＜具体策＞
・ 1/24-25の配布状況を踏まえた物資の必要量は地域全体で確保する

食料 約2,500食
飲料水 約2,500本
簡易トイレ 約2,500個

・前線拠点へは第一陣分を配備する

・ 緊急時における物資が不足する場合、休憩施設内の店舗にある商品在庫を活用

（あらかじめテナントと調整）

・スノーダンプや角スコップなど人力除雪に必要な器材を配備 14

【個票１１】 お客さま支援の前線拠点の選定・支援物資の充実

関係機関と降雪期前に乗員保護に関する事前調整を実施する

・各県乗員保護本部に属する機関

・陸上自衛隊

■ 前線拠点の選定
＜具体策＞

1/24スタック発生箇所を想定した前線拠点： 名神高速道路 養老SA（下）

養老SA（上）

通常時の拠点
岐阜羽島IC

養老JCT

至 名古屋

至 大阪

米原JCT

関ヶ原IC

彦根IC

E1名神高速道路

E8北陸自動車道

米原IC

長浜IC

大垣IC

至 大垣IC

至 関ヶ原IC

前線拠点
養老SA（下）伊吹PA

1/24 スタック発生箇所

SICを活用することで短時間で下り線から上り線への移動が可能
⇒上り線側、下り線側どちらにも支援に向かう事が可能

養老SIC（下）

養老SIC（上）

■ お客さま支援物資の充実 ■ 関係機関との連携

上り線へ
移動可能

前線拠点
養老SA（下）

引用元：Google社（Google Map)



【個票１２】 情報伝達
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○ 大雪が予測される場合は、リエゾン派遣要員の増員を行い、リエゾン役割分担（情報伝達経路）を明確化する

○ オンライン会議の常時接続による本部間の情報共有や、スマホアプリを活用した現地からの情報収集能力を向上させる

○ 乗員保護に係る関係機関とリアルタイムの情報共有を実施できるように、連携を強化する

＜具体策＞

・ 大雪が予想される場合は、本社→支社、支社→事務所のリエゾン派遣要員の増員（1名→2名）を行い、迅速かつ正確な現地情報を共有

・ オンライン会議（本社⇔支社⇔事務所⇔現場指揮者）の常時接続による情報共有の徹底、スマホアプリを活用し、迅速かつ正確な現地情報を収集

本社本部
（緊急体制）

・ 総括責任者
・ 副総括責任者
・ 総括班
・ 情報処理班
・ 総務班
・ 人事班
・ グループ会社班
・ サービスエリア班
・ 料金班
・ 交通班
・ 道路復旧班
・ 建設班
・ 技術支援班
・ 広報班

・ モニタ監視員（専任）

名古屋支社本部
（非常体制）

・総括責任者
・副総括責任者
・総括班
・交通班
・料金班
・技術班
・休憩施設班
・総務・広報班

・モニタ監視員（専任）

・本社リエゾン（１名→２名）

事務所本部
（非常体制）

・総括責任者
・班長
・副班長
・班員
・本部連絡員（メンテ）
・庶務・広報班
・料金班
・交通・管理班
・保全班
・施設班
・滞留車救出対応班
・乗員保護対応班

・ モニタ監視員（専任）

・支社リエゾン（１名→ ２名）

現 場

・ 雪氷巡回班

・ 現場指揮者
滞留車救出対応班
滞留車救出対応班
滞留車救出対応班

・ 現場指揮者
乗員保護対応班
乗員保護対応班
乗員保護対応班

オンライン
会議常時接続

オンライン
会議常時接続

情報伝達の流れ

スマホアプリ等
情報収集

スマホアプリ等
情報収集

スマホアプリ等
情報収集



16

【個票１３】 滞留車両への情報提供強化

■みちラジ（プッシュ通知による配信）

○ 滞留車両のお客さまに対して、道路情報や支援物資の配布状況が取得できる情報提供ツールのチラシを配布

○ プッシュ通知で任意のエリアに情報提供ができる「みちラジ」を活用し、滞留車両のお客さまに対して情報提供を行う

○ 「みちラジ」を活用し、滞留車があることを速やかに上流側の車両に通知し、滞留区間への車両の流入抑制

■ 情報提供ツールが記載されたチラシ

＜みちラジ発信イメージ＞

・道路情報、支援物資の配布状況を配信する情報提供ツール ・情報提供設備が設置されていない箇所でも、任意のエリア
の車両に対して情報提供が可能




